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平

曲

譜

本

の

「
清

ム
」
注

記

中

村

萬

里

(一)

平
曲
譜
本
に
は

「
ス
ム

(
清
)

ツ
メ

(
詰
)

ノ
ム

(
呑
)
ワ

ル

(
割
)
」
等

の
発
音
注
記
が
多
く
見
ら
れ
国
語
史
的

視
点
か
ら

い
ろ
い
ろ
注

目
さ
れ
る
の
で

あ
る
が

こ
こ
で
は
特

に

「
清

ム
」
注

記
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

こ
の

「
清

ム
」
注
記

の
或
も
の
に
つ
い
て
奥
村
三
雄

氏
は
〈
少
な
く
と
も
譜

本
当
時
の
中
央
語

で
は

一
般
に
濁
音

形
が
優
勢
だ

っ
た
か
ら
こ
そ

「
清

ム
」
注

記
が
必
要

だ

っ
た
。

(
中
略

)

一
お
う

そ
の
清
音
形
が
中

世
頃
か

ら
の
伝
統
形

を
示
し
、

濁
音
形

が
譜
本
当
時

の
姿
を

反
映
す
る
〉

(

『平
曲
譜

本
の
研
究
』

シ
ヤ
ウ

ス
シ

 ㎜
頁
)
と
述

べ
ら
れ
る
。
例
え
ば

「
勝

事

(
尾
崎
本
㎜
d
)
」

の
語
末
等
に

付
さ
れ
る

「
清

ム
」
注
記
は
、
③
《
平
曲
伝

承
の
初
期
に
お
い
て
そ
れ
が
清
音

だ

っ
た
》

の
に
対
し

て
、

b
《

そ
れ
は
譜
本
当
時
の
中
央

語
で
濁
音
形
を
普
通

と
し
た
》

た
め

に
付
し
た
。

つ
ま
り
、
平
曲
伝
承
当
時

の
口
頭
語

が
伝
承
の
う

ち
に
異
形

化
し

た
た
め
譜
本
作
成
に
際
し

て
注
記
が
必
要

に
な

っ
た
と
い
う

の

が
奥
村
氏
の
お
考
え
で
あ
る
。

注

記
の
必
要
性
と
言
え
ば
、
中
世
末
期
の
抄
物
資
料

に
も

テ
イ
ケ
ン

ス
ム

ス
ム

ヂ
ヤ
ウ
ゲ
ン

○
鄭
玄

モ
本
テ

ハ
テ
イ
ケ

ン
ト

ヨ
ム
ソ
ソ
ラ

ニ
云
時

ハ
鄭

玄

ト

ヨ
ム
ソ

〔玉
塵
抄
e
8
頁
〕

○
礼
記

ノ
檀

弓
篇

ニ
ア
リ

ソ
ラ

ニ
檀

弓
ト
云

ソ
礼
記

ノ
本
テ

ハ
タ
ン
キ
ウ

ト
ヨ
ム
ソ

〔同

・
e
珊
頁
〕

の
よ
う
な
清
濁

に
対
す

る
注
意

が
あ

る
が
こ
れ
ら

の
場
合
も
、

や
は
り
《
注
意

し
な

い
と
、

ソ
ラ

ニ
ハ

「
ヂ
ャ
ウ
ゲ

ン
」

「
ダ

ン
グ
ウ
」

の
よ
う

に
濁
音
で
よ

ま
れ

て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ

っ
た
》

と
い
う
事
を
示
す
。

つ
ま
り
、

こ
う
い
う

世
界

に
は

い
く

つ
か
の
読
み
方
が
あ

っ
て
、

そ
れ

に
つ
い
て
の
注
意
を
促
し
た

も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

詩
学
大
成
抄

に

○
春
秋
卜
云

ハ
一
年

ノ
春
夏
秋
冬

ノ
四
時

ナ
リ
春
ト
秋

ト
ヲ
云

ヘ
ハ
夏
ト

冬

ト

ハ
ソ
ノ
ウ
チ

ニ
コ
モ
リ
テ
ア

ル
ホ
ト

一=
一
ヲ
字

ヲ
キ

ッ
テ
カ

ル
ウ

云

ナ
リ

一
年

ト
云
心

ソ

一
年
中

ノ
ア
ル
「

ヲ
シ
ル
ス
心
デ
春
秋

ト
云

ソ

コ
レ
ヤ
ウ

ニ
云
時

ハ
秋

ヲ

ニ
ゴ

ル
ソ
ス
ミ

ハ
セ
ヌ
ソ

コ
コ
ラ
ノ
マ
イ
平

家

ナ
ド

ニ
ハ
春
秋

ヲ
タ
モ
ツ
ト
カ
タ
レ
ト

モ
詩
文

ニ
ハ
秋

ヲ

ニ
ゴ

ル
ソ

書

ノ
名

二
春
秋

ト
名

ル
「
多

ソ

〔下
㎝
頁
〕

と
あ
る
。
こ
の
記
述
は
平
曲
が
そ
の
発
生
当
初
の
形
を
保
持
し
な

が
ら
伝
承
さ
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れ

て
い
く
姿
を
詩
学

大
成
抄
を

記
し
た
惟
高
抄
安
(
一
四
八
○

～

一
五
六
七
年
)

が
注
意
し

て
か
き
と
め
た
も

の
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
春
秋
」

の
読
み
は
、
惟
高

の
時
す
で
に
違
和
感
を
抱
か
せ
て
い
た
こ
と
が

分
る
が
こ
の
ま
ま

の
伝
承
の
形

が
や
が
て
譜
本
化
さ
れ

て

「
清

ム
」
注

記
が
付

さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
例

え
ば
、
尾
崎
本

「
春

ス
秋
(
㎜
a
)
」

の
注
記
例

な
ど

は

こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
曲
は
師
か
ら
弟
子

へ
と
厳
し
く

口
授
さ
れ
て
い
く

口
承
資
料
で
そ
こ
に
存

す
る

「
清

ム
」
注
記
は
伝
統
形
を
十
分

に
尊
重
し
た
上

で
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、

そ
の
語
り
で
あ
る
語
を
清

ん
で
読
ま
せ
る
と
い

っ
た
積
極
的
な
標
示
意
識

に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
注
記
で
あ
る
。
そ
れ
故

、
注

記
を
付
し
た
者
が
如

何
な

る
注
記
意
図
を
持

っ
て
施

し
た
か
と

い
う
視
点
に
立

っ
て
考
え
た
場
合
、
一
注

記
が
付
さ
れ

た
時
代
的
背
景
二
注

記
か

ら
見
た
資
料
の
性
格
と

い

っ
た
も
の
が

若
干
な
り

と
も

把
握
で
き
る
し
、
国
語
史

研
究
の
上
で

価
値
あ
る

も
の
で
あ

る
。尤

も

『平
曲

譜
本
の
研
究
』
㎝
頁

で
も
述

べ
ら
れ
た
如
く
く
清

ム
注
記
が
存

す
る
と
い
う
の
は
、
譜

本
当
時

の

一
般
的
な
語
形
が
濁
音

だ

っ
た
証
拠
》

と
い

う

よ
う
な
考
え
方

に
も

限
界

が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。

例
え
ば
、

濁
点
に

つ
い
て
そ
の
す

べ
て
を
《
そ
の
語
に
濁
点

が
付
さ
れ
る
の

は
、
当
時

の

一
般
的

な
語
形

が
濁
音
で
な
か

っ
た
証
拠
》

と
い
う

よ
う

に
解
釈

す
る
事
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

濁
点
が
付
さ
れ
る
条
件

の
分
析
と
い
う
も
の
は
、
又
別
に
考
え

る
必
要
が
あ

る

が
、
《
当
時

の

一
般
語
形

が
清
音
だ

っ
た
か
ら
、
特

に
濁
点
を
付
し

て
注
意

を
促
し
た
》
と
い
う
場
合

の
他
、
《
当
時

の

一
般
語
形

が
濁
音
で
あ
る
も

の
に

対
し
有
意
的

・
無
意
的

に
適
宜
濁
点
を
付
す
る
》
と

い
う
事
も
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
と
す
れ
ば

「
清

ム
」
注
記
に
関
し

て
も
或
程
度
そ

の
様
な
検
討

が
必

要
か
と
思
わ
れ

る
。

又
、

「
清

ム
」
注
記
が
平
曲
伝
承

の
初
期

～
譜
本
当
時

の
間

に
お
け
る
語
形

の
変
遷
を
示
す
と
言

っ
て
も
、
そ
れ

が
常

に
音
声
変
化
と
し
て

の
清
濁
変
化
を

物
語
る
と
は
限
ら
な

い
。
例
え
ば
、

『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
枷
頁
で
も
説

か
れ

る
如
く

「
人
代

(
京
大
本

2ー
オ
)
」

の
注

記
例

な
ど
、

音

声

変

化
と
し

て
の

清
濁
の
変
化
と
い
う

よ
り
も
、
漢
音
読
み

・
呉
音
読

み
と

い
う
漢
字
の
読
み
方

に
関
係
す
る
場
合

も
あ
り
そ
う
で
あ

る
。

「
人
代
」
の
例
は
伝
承
当
時

は
呉
音

形

ニ
ン
ダ
イ
が
優
勢

だ

っ
た

が
譜
本
当
時
は
漢
音
形
ジ

ン
ダ
イ

が
優
勢

に
な

っ

た
た
め

「
清

ム
」
注

記
が
付
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

更

に
は
、

奥
村
氏
自
身
も
説
か
れ
た
如
く
、

「
平
曲
伝
承
の
は
じ
め
」

と
か

「
譜
本
成
立
期
」

と
か
い
う
概
念

に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
残

る
。
今

そ
の
後
者

に

つ
い
て
言
え
ば
、

A
譜

本
の

「
清

ム
」
注
記

が
B
譜
本
の
注
記
を
踏
襲
し
た

と
す
れ
ば

「
譜
本
成
立
期
」
と

い
う
の
は
当
然

B
譜
本

の
成
立
期
と

い
う
事

に

な
る
し
、
ま
た
B
譜
本
の

「
清

ム
」
注

記
が
そ
れ
以
前
か
ら
の
言

い
伝
え

に
よ

る
と
す
れ
ば

そ
の
言
い
伝

え
の
始
ま

っ
た
頃
と

い
う
事

に
も
な
る
。

以
上
、

「
清

ム
」
注
記
の

解
釈

に

関
す
る

問
題
点

の

い
く

つ
か
を
述

べ
た

が
、

何
れ
に
し

て
も

こ
の
種

の
発
音
注
記
の
解
釈
は

い
ろ
い
ろ
と
難
し

い
問
題

を
伴
う
。

本
稿
も
勿
論
そ
れ
ら
を

一
挙

に
解
釈
す
る
よ
う

な
事
は
で
き
な
い
わ
け
だ

が

取
り
敢
え
ず
そ
の
よ
う
な
問
題
を

ふ
ま
え

つ
つ
、
字
音
語

の
清
濁
に
関
す
る

一

考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
。

資
料
と
し
て
は
尾
崎
家
本
平
家
正
節

〔略
称

・
尾
崎

本
〕
を
中
心
に
置
き
、

注
8

注
7

京
都
大
学

蔵
本
平
曲
正
節

〔略
称

・
京
大
本
〕
、

九
州
大
学
蔵
本
平
語

〔略
称

・
九
大
本
〕
を
参
考
資
料
と
し
て
用
い
る
。

尚
、
尾
崎
本
の
場
合
は
次

の
如
く
、
伝
授
物
以
下

(
大
学
堂
書
店
影
印
本
で

一30一



注
9

m
頁
以
降
)
に
極
端
な
発
音
注
記
の
偏
在
が
認
め
ら
れ
る
が
今
回
は
同
質
の
も

の
と
し
て
取
扱
う
。

(二)

(1)〈清 ム〉

〈詰 メ〉

〈呑 ム〉

平
曲
譜
本
の

「
清

ム
」
注

記
を

一
瞥
し
て
先
ず
注

目
さ
れ
る

こ
と
は
、
あ
る

漢
字

に
限

っ
て
多
く
注
記
が
付
さ
れ

て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
注

記
が
付

さ
れ
て
い
る

一
字
ま
た
は
そ
れ
以
上
か
ら
な
る
漢
語
例
を
頻
度

の
た
か
い
も

の

か
ら
順
に
列
挙
す
る
と
次

の
よ
う

に
な
る

(
数

は
異
な
り
字
数
、

調
査
資
料
と

し
て
は
尾
崎

本
を
用
い
る
)
。

d
語
頭

(
漢

語
)

〈割 ル〉

(2)
〈清 ム〉

⑧
語
中
尾

一31一

 

注
①
▽
数
は
延
べ
語
数
、
尾

・
京

・
九
は
そ
れ
ぞ
れ
尾
崎
本

・
京
大
本

・
九
大
本
の
略
。

▽
京
の
朱
及
墨
の
も
の
で
問
題
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
除
い
た
。

例
、

「
清
ム
」
注
記
で

(
5

・
8
オ

「内
府
」
)

▽
1
は
平
物

(巻

一上
～
十
五
下
)
H
は
伝
授
物

・
灌
頂
巻
等
。

注
②
▽
数
は
異
な
り
語
数

▽
京
に
は
朱

・
墨
の
注
記
が
あ
る
が
区
別
せ
ず
に
示
し
た
。

次

に
囚
⑧

に
列
挙
し

た
と

こ
ろ
の
諸
字
を
あ
ら

た
め

て

注

10

範
疇

に
従

っ
て
整
理
す
る
と
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

『
韻
鏡
』

の
清
濁

の



囚
語
頭

※
参
考

〔表① 尾崎本〕

〔京 大 本〕

 

⑧
語
中
尾

注
▽
数
は
延
べ
語
数
。
④

「韻
鏡
」
の
清
濁

◎

「清

ム
」
注
記
の
位
置
。

▽
京
大
本
の
数
は
朱

・
墨
を

一
緒
に
し
た

数
。
九
大
本
の
数
は
巻

一
上
～
十
五
下

ま
で
の
数
。

〔九 大 本〕

一t32一

 

こ
の
表

に
よ
り
、
語
頭
で
は

『
韻
鏡
』
濁
音
字

に
、

語
中
尾

で
は

『
韻
鏡
』

清

音
字

に
多
く

「
清

ム
」
注
記
が
付
さ
れ

て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
更

に
、

尾
崎

本
で

「
清

ム
」
注
記
が
付
さ
れ

て
い
る
延

べ
語
数
三
二

一
語
、

異
な
り
語
数

二
二
九
語

に
の
ぽ
る
漢
語

に
つ
い
て
、
そ

の
注

記
の
存
す

る
位
置

に
よ

っ
て
前
表
d
⑧

の
如
く
語
頭

・
語
中
尾
に
分
け

『
韻
鏡
』
の
清

濁

の
範
疇

で
分
類
し
た
も
の
を
次

に
示
す
。



▽
数
は
異
な
り
語
数
。

表
①
②

に
よ
り

「
清

ム
」
注
記
は
d

『
韻
鏡
』
濁
音
字

に
集
中
し

て
い
る

こ

と
、
比
率

に
し
て

μ
嵩
＼
認
O
非
ρ
部

㈹

『
韻
鏡
』
清
音
字

の
語
中
尾

に
多

い

こ
と
、
比
率

に
し
て

O
ω
＼
N
b。
り
叢
P
b。
G。
、
な
ど

一
見
し
て
知
ら
れ
る

(
こ
の
こ

と
は
前
表
d
⑧
か
ら
も
窺
知
さ
れ
た

こ
と
で
あ

る
が
)
。

こ
れ
ら

の
点
を
中

心
に
、
個
別
的
な
検
討
を
進
め

て
行
く
。
尚
、

「
清

ム
」

注

記
の
実
例
を
示
す
意
味
か
ら
も
以
下
注

記
例
を
煩
環
を
厭
わ
ず
示
す

こ
と
に

す
る

(
傍
線
部

に

「
清

ム
」
注
記
が
あ
る
)
。

〔
I
〕
『
韻
鏡
』
清
音
字

・
次
清
音
字

の
場
合

『
韻
鏡
』
清
音
字

・
次
清
音
字
は
、
模
式
的
に
は
漢
音

・
呉
音
を
問
わ
ず
と

も
に
清
音

に
な
る
と
さ
れ

て
い
る
。
漢
音

・
呉
音

の
違
い

に
か
か
わ
り
な
く
い

つ
も
濁
ら
ず
読
ま
れ

て
い
た
文
字

に
、

こ
と
さ
ら

「
清

ム
」
注

記
を
加
え

て
喚

起
す
る

こ
と
自

体
、

不
自
然

で
あ
る
。
そ
れ
故

こ
れ
ら

の
例
に

つ
い
て
は
右
の

注
11

通
則
と
は
別

に
な
ん
ら
か
の
事
情
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
紙
幅
に
余
裕
が
な

い
故
、

そ
の
内
で
特
徴

的
な
例

だ
け
を
検
討
の
対
象
と
し

て
と
り
あ
げ
る

に
と

ど

め
て
お
く
。
そ
の
際
、
語
頭
を
語
中
尾
と
で
そ
の
注
記
意
図
に
差
異

が
認
め

ら
れ
る

の
で

〔
I
1

1
〕
語
頭

へ
の
注
記
例
、

〔
I
=

2
〕
語
中
尾

へ
の
注
記

例

に
分
け
る

こ
と
に
す
る
。

以
下

『
韻
鏡
』

濁
音
字

の

場
合
も

同
様

に
分
け

る
。

〔
I
=

1
)
語
頭

へ
の
注

記
例

測
相
公

(
脇
b
)
剴
快

(
醐
a
)
覚
尋

(
拠
d
)
覚
宗

(
㎜
d
)
剴
道

(
照

b
)
剴
明

(
…
…
a
)
剴
王

(
㎜
d
)
側

奉

(
説
c
)
側
仏

(蹴

c
)
掴
敬

(……

d
)
蜘
亡
父

(
㎜
d
)
劫

(
……
a
)
勲
功

(
㎜
a
)
個
導

(
襯
d
)
頭

(
㎜

b
)
顕
密

(
蹴

a
)
駿
馬

(
……
d
)
劇

(
㎜
d
)
剰
陽
殿

(
㎜
b
)
調
南
院

(
㎜

C
)
樹
照

(
㎜

a
)
修

(
㎜

C
)
倒

法

(
説
a
)
新

羅

(
㎜

a
)
剣
生

(
鵬

a
)
率

(
㎜

c
)
閾
中

(
卿

c
)
劇
若
寺

(
㎜
d
)
太
子

(
㎜
a
)
太

上
皇

(
㎜

a
)
瑠
廟

(
㎜

c
)

〔
I
1
2
〕
語
中
尾

へ
の
注

記
例

上
綱

(
枷

a
)
舞
閣

(
姻

c
)
守
覚

(
謝
b
)
源
覚

(
伽
b
)
房
覚

(
謝
d
)

永
覚

(
㈱

c
)
行
割

(
㎜
b
)
皇
后
割

(
棚
b
)
三
官

(
㎜

a
)
電
朝

(
㎜

c
)
貞

観

(
伽

a
)
冥
顕

(
鵬
b
)
澄
憲

(
捌
b
)
太
宰

(
蹴
d
)
弓
箭

(

瑚

c
)
逆

即
是
順

(
鵬
d
)
猶
子

(
価
a
)
長
子

(
㈱
d
)
昌
俊

(
79
b
)

諸
州

(
㎜

C
)
荊
州

(
銅

C
)
揚
州

(
銅

C
)
愛
執

(
川

C
)
仏
照
禅
師

(

泌
d
)
遍
剛
寺

(
㎜
b
)
教
劃

(
㎜
b
)
冥
刑

(
旧
c
)
両
剃

(
㎜

a
)
盛

者

(
㎝
b
)
王
者

(
㎜

c
)
案
内
者

(
蹴
b
)
消
息

(
鵬
d
)
故

三
位
殿

(

鵬
b
)
横
死

(
盟
b
)
信
西

(
蹴
d
)
螢
雪

(
脇
c
)
高
声

(
鵬
d
)
赤
山

(
捌

a
)
霊
山

(
伽
d
)
叡
山

(
罰

a
)
比
叡
山

(
脳
c
)
育
王
山

(
泌
b
)

高
雄
山

(
鵬
c
)
金
峯
山

(
鵬
d
)
光
明
山

(
姻

c
)
陰
陽
師

(
描
a
)
善

酬

(
㎜

C
)
七
剴

(
螂
b
)
成
笥

(
㎜

C
)
上
劇
門
院

(
㎜

a
)
五
矧
院

(
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㎜

C
)

日
本
国
劇

(
8蝿

C
l

)
天
劇

(
鵬
a
)
能
輻

(
㎜

C
)
西
劃

(
窃

a
)

敗
鋼

(
9π

a
)

西

光

潤

師

(
脳
b
)

受
濁

(
㎜
d
)
虎
口

(
㎜
b
)
蜂
趨

(
描

c
)
和
剣

(
個

b
)
上
蜘

(
㎝
b
)
不
次

(
m

a
)
路
次

(
蜘
b
)
歳

拠

(
㎜
b
)
春
稠

(
㎜

a
)
江
劃
夫

(
㎝
b
)
小
弥
劃

(
枷
d
)
平
劃

(
㎜

c
)
堂
堀

(
㎜

a
)

三
瑠

(
闘

a
)

漢

刃

(
㎜

a
)

五
剛

(
慨
d
)
同
胞

(
㎜
d
)
玄
劉

(
㎜

c
)
両
宗
バ

細
b
)
嘱
諸

(
窺

a
)
李
将
馴

(
凱
d
)

神

器

(
㎜
b
)

〔
I
=

-
〕

の
場
合
、
「
清

ム
」
注
記

が
付
さ
れ
て
い
る
諸
字
は
次
の
如
く
、
注

記
意
図

が
或
程
度
理
解
で
き
そ
う
な
も

の
と
そ
う

で
な
い
も

の
と

に
二
分

さ
れ

そ
う

で
あ

る
。

①
…
覚

・
殿

・
先

・
般

・
太

・
江

・
供

㈹
…
恭

・
故

・
顕

.
率

.
卒

.
照

.
性

.
謹

・
劫

.
修

.
新

.
勲

・
塔

.

駿

・
化

①
に

つ
い
て
、

〔覚

(
牙
音
清
音
字

入
聲
)
〕
字
は

〔学

(喉
音
濁
音
字
入
聲
)
〕

字

と
字

形
も
類
似
し
声
符
を
共
ハ有
し

て
お
り
同
韻
で
あ
る
の
で
通
用
さ
れ
て
い

た
。

「
学
」
は

『
韻
鏡
』
濁
音
字
厘
母

の
字

で
あ
る
が
譜

本
作
成
当
時
呉
音
読

み

「
ガ
ク
」

が
支
配
的
で
あ

っ
た
。

そ
れ
故
、
類
推
を
お

こ
し

て

「
ガ
ク
」
と

読
ま
れ
な
い
た
め

に
注
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。

〔
殿
〕
字
は

「
宮
殿
」

と
か

「
殿
堂
」
と
か
い
う
殿
舎

の
意

の

呉

音

読

み

「
デ

ン
」

が
優
勢
だ

っ
た
た
め
、

〔先
〕
字
は

〔前

(
韻
鏡
濁
音
字

従
母
)
〕

字
と
の
類
推

で

「
ゼ

ン
」

と
呉
音
形

に
濁

っ
て
読
ま
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

〔般
〕
字

も

〔盤

(
韻
鏡
濁
音
字

並
母
)
〕
字
と
の
類
推
を
防
ぐ
た
め
、

〔太
〕

字

は
そ
の
当
時
頻
用
さ
れ
て
い
た

〔大

(
韻
鏡
濁
音
字

定
母
)
〕
字
と

の
類
推

防
止
、
ま

た

「
大
夫

・
大
士

・
大
臣
」
等
と

の
識
別
作
用
の
た
め
、

〔江
〕

・

〔供
〕
字
は

「諦

●
雛

」
等
の
よ
う
な
語
の
存
在
を
契
機
と
し
て
濁
っ
て

読
ま
れ

て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ

っ
た
た
め
、
敢
え

て
注
記
し
た
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

=11
に
つ
い
て
、
〔
恭

・
故
)
な
ど
右

に

「
ク

・
コ
」
と

フ
リ

カ
ナ
を
振
り
、

さ
ら

に

「
清

ム
」
注
記
を
付
し
て
い
る
が
そ
の
注
記
意
図
を
十
分

に
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
注
記
さ
れ

た
も

の
が
尾
崎

本
の
伝
授
物
以
下
に
多

く
看
取
さ
れ
る

こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

〔
1
-

2
〕
の
場
合
、
そ

の
上
接
字

が
鼻
韻
尾
を
有
し

て
い
る
か

否
か
に

よ

っ

て
そ
の
注

記
意
図

に
若
干
の
違
い
が
生

じ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

一
般
に
、
上
接
字
が
鼻
韻
尾
を
有
す
る
場
合
、
下
接
字
音
語
は
原
則
と
し

て
注

12

連
濁
す
る
と
い
う
法
則
は
随
分

古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
も
奥
村

注
13

三
雄
氏

・
小
林
芳
規
氏

・
沼
本
克
明
氏
等

い
ろ
ん
な
諸
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
た

資
料
を
用
い
な
が
ら
こ
れ
を
補

っ
て
い
る
。

そ
れ
で
図
④

に
示
す
よ
う

に
し

て
平
曲
譜
本
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、

や
は
り

上
接
字
に
鼻
韻
尾
を
有
す
る
場
合

に
い
わ
ゆ
る
連
濁
化
現
象

が
多
く
起

っ
て
い

る
。
と
す
る
と
注
記
例

の
う
ち
過
半
数
以
上
の
上
接
字

に
鼻
韻
尾
を
有
す
る
も

の

(
源
覚

・
漢
天

・
天
中

・
電
戟

・
三
官

・
長
子

・
盛
者

・
貞
観
…
)
は
譜

本

成
立
当
時

一
般

に
連
濁
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
、
注

記
者
自

身
が
耳

で
聴
き
覚
え
て
き
た
語
り
の
音
と

に
相
違
が
あ
る
た
め
ど
う
し
て
も

「
清

ム
」
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注

記
が
必
要
だ

っ
た
。
一
応

「
韻
鏡
」
清

音
字

・
次
清
音
字

の
語
中

尾
で
の
「
清

ム
」
注
記
は

連
濁
形
を

否
定
し

よ
う
と

す
る
も
の
と

い
え
そ
う
で
あ
る
。
併

し
、
例
え
ば
、
「
者
」

に
つ
い
て

「
盛
者

・
案
内
者

・
王
者
」
で
は

「
者
」

に
清

ム
注

記
が
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い
る

が
、

「
長
者

・
亡
者
」
等
で
は

「
者
」

に
濁
点

を
付
し

て
い
る
と
い

っ
た
よ
う

に
音
韻
論
的

に
は
同

じ
環
境

に
あ

っ
て
も

「
清

ム
」
注
記

の
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
と

が
あ
る
。

一
方
、
上
接
字

に
鼻
韻
尾
を
有
し
な
い
も
の

(
舞
閣

・
太
宰

・
高
声

・
和
気

・
七
党
…
)
に

つ
い
て
は

や
は
り
譜
本
成
立
当
時
、

一
般

に
そ
の
濁
音
読
み
が

一
般
的
で
あ

っ
た
た
め
に
注
記
し
た
と
思
わ
れ
、

そ
れ
以
外

の
積
極
的
な
理
由

は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。

以
上
、
「
韻
鏡
』
清
音
字

・
次
清

音
字

へ
の
注

記
意
図
を
簡
単
に
み
て
き
た
わ

け

で
あ
る
が
、

「
清

ム
」
注
記

の
効
果
が
よ
く
生
き

て
い
る
も
の
と

そ
う
で
な

い
も

の
と
が
存
す
る
。
前
者
は
、

譜
本
作
成
当
時
、
類
推
や
連
濁
な
ど

に
よ

っ

て
と
も
す
る
と
濁

っ
て
読
ま
れ

て
し
ま

い
そ
う
な

の
で
耳
で
聴

き
お

ぽ
え
て
き

た
伝
承
音
当
時

の
語
り
音
を
反
映
さ
ぜ

る
た
め

に
は
ど
う
し
て
も

「
清

ム
」
注

記
を
付
さ
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
と

い
う

よ
う
な
注
記
意
図
が
想
定
さ
れ
る
。
後

者
に

つ
い
て
は
、
伝
統
的

に
う

け

つ
い
で
き
た
平
曲
特
有

の
語
り
か
、

も
し
く

は
注

記
者
自

ら
の
意
図

に
よ
る
も
の
か
現
時
点

で
は
判
定
し
難

い
。

特

に
語
頭

の
場
合
、

『韻
鏡
」
清
音
学

・
次
清

音
字

で
も

日
本
漢
字

音
と
し

注

15

て
は
濁
音

に
よ
る
も

の
が
あ

っ
た
と
い
う
岡
本
氏
の
御
指
摘
も
考
え
に
入
れ
る

必
要

が
あ
る

の
か
も
し
れ
な

い
。

〔
Ⅱ
〕
『
韻
鏡
」
清
濁
音
字

の
場
合

『
韻
鏡
』
清
濁
音
字

へ
の

「
清

ム
」
注
記
例
は

「
家
川

(
窺
d
)
夫
川

(
㎝

a
)
」

の
二
例
の
み
で
、
と
も
に

日
母

の

「
人
」
字

で
あ
る
。

こ
こ
で
漢
語
の

日
母
は

日
本

の
漢
音
で
濁
、
呉
音
で
ナ
行
と
な
る

の
が
通
則
で
あ
る
。

こ
の
場

合

「
人
」
字

へ
の

「
清

ム
」
注
記
は
漢
音
ジ
ン
で
は
な
く
呉
音

ニ
ン
に
読
ま
せ

た
い
た
め

の
注
記
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り

譜
本
当
時

「
唐

人

・
凡
人

・
行

人

・

無
人

・
文
人

・
冷
人

・
美
人
…

(
そ
れ
ぞ
れ

「
人
」
に
濁
点
あ
り
)
」

に
見

ら

れ
る
如
き
漢
音
ジ

ン
の
読

み
方

が
か
な
り
盛

ん
だ

っ
た
た
め
に
伝
承
音
当
時
か

ら
の
呉
音

ニ
ン
の
読

み
を
遵
守
す
る
に
は

「
清

ム
」
注

記
が
必
要
だ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の

「
家
人

・
夫

人
」

へ
の
注

記
な
ど
は
清
濁
の
変
化

と
は
関
係
な
く
、
漢

音
読
み

・
呉
音
読
み
と

い
う
よ
う
な
漢
字

の
読
み
方
を
示
す

た
め

の
も
の
で
あ

る
。

「
清

ム
」
注

記
は
、
勿
論
清
濁
の
問
題

に
関
す
る
注

記
で
あ
る
が
、

そ
こ

に
は
音
声
と
し

て
の
清
濁
変
化
と
は
関
係

の
な
い
注

記
も
存
し

て
い
た
わ
け
で

あ
る
。

〔
Ⅲ
〕
『
韻
鏡
』
濁
音
字

の
場
合

〔
皿
=

1
〕
語
頭

へ
の
注
記
例

号

(
8雛

a
)
降
人

(
螂
d
)
宮

(
棚
d
)
玄
応

(
Ⅲ
c
)
群

(
m
d
)
群

弟

(
㎜
b
)
劉
業

(
謝

c
)
劃
地

(
鵬
d
)
矧
害

(
…
…
c
)
前

司
(
m

c
)

削
駆

(
㎜

c
)
劃
真

(
㎜
b
)
栩

(
㎜
b
)
劉

定

(
㎝
d
)
週

懐
(
期
b
)

神

(
m
d
)
神
器

(
㎜
b
)
神
火

(
慨

c
)
神
輿

(
獅
d
)
神
威

(
柵
b
)

樹

国

(
㎜
d
)
欄

幣

(
㎜
b
)
禰
明

(
㎜

a
)

側

竜

(
蜥
b
)

側

泉
苑

(
……
a
)
闘
俗

(
㎜

c
)
H
舌

(
捌

a
)
到
皇

(
卿
d
)
H
一卿

(
鮒
b
)

H
畢

(
㎜
d
)
封
東

門
院

(
蹴

a
)
H
落

(
……
c
)
測

久

(
側

a
)
剰

悦

(
㎜
d
)
剥

和

(
㎜

c
)
測
師

(
徹

a
)
刈
化

(
臨

c
)
刈

虚

(
……
a
)

刈
守

(
㎜
c
)
刈

抜

(
姐
b
)
湘

功

(
㎜

a
)
刈

将

(
……
c
)
刻
臣

(
脚

c
)
大
石

(
阻
d
)
大

切

(
描

a
)
大
略

(
枷

c
)
大

相

国

(
描

d
)

大
宗
国

(
伽

c
)
大

理

(
m

c
)
待
賢
門

(
側
b
)
渕
路

(
㎜

a
)
週

風

(
捌

d
)
通
乗

(
㎜
d
)
堂
上

(
伽

c
)
地

(
珊
d
)
地
久

(
……
a
)
田
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甲

(
脳
d
)
劇
代

(
泌

a
)
矧
戟

(
㎜

c
)
囲
宜

(
…
…
a
)
到
木

(
㎜
b
)

出
貢

(
……
a
)
同
類

(
……
a
)
同
輿

(
…
…d
)
童
形

(
伽
d
)
独
鈷

(
脚

c
)
塵
芥

(
m
b
)
暴
逆

(
珊

c
)

〔
皿
1

2
〕
語
中
尾

へ
の
注
記
例

平
賀

(
m

a
)
長
河

(
m

a
)
洪

河

(
蛾
a
)
英

豪

(
m
d
)
神
功
皇
后

(
㎜

a
)
皇
周

(
㎜
d
)
大
樹
殿

(
臨

c
)
安
倒

(
職
b
)
花
蜘

(覇
d
)

勝
事

(
畑
d
)
三
事

(
蹴
d
)
番
士

(
咀

c
)
霊
神

(
捌
c
)
助
講

(
㎝

C
)
五
旬

(
描

C
)
灰
儘

(
珈

C
)

一
時

(
莇

C
)
片
時

(
m

C
)
太
上

皇

(
㎜

a
)
海
当

(
㎜

C
)
主
H
え

蹴
b
)
庭
且

(
60
b
)
大
圃

(
㎝

C
)

両
氏

(
蜀
b
)
岩
石

(
㎜
d
)
尊
刈

(
㎜
b

)
後
側

(
㎜
b
)
累
剣

(
職

b
)
馬
劃

(
㎜
d
)
姑
蘇
劃

(
螂
d
)
政
劃

(
槻
b
)
天
渕

(
㎜
b
)
歌

堂

(
姻

C
)
堂
堂

(
伽

C
)
勝
地

(
伽

b
)
霊
地

(
描

C
)
林

池
道

(
㎜

b
)
群
弟

(
B
b

l

)
三
條

(
㎜
b
)
来
牒

(
鵬
d
)
返
牒

(
m

c
)
礼
葵

(
照
b
)
漢
出

(
㎜

a
)
外
出

(
槻
b
)
小
劃

(
脚

c
)
須
劇

刑
部

(
㎜

d
)
凶
徒

(
59
b
)
垢
塵

(
m
b
)
調
伏

(
捌
d
)

表
①
②
か
ら
看
取
さ
れ
た
よ
う

に
、

「
清

ム
」
注

記
の
つ
い
た
漢
字
は
、
そ

の
過
半
数
以
上

の
も

の

(
比
率

に
し

て

μ
嵩
鳶
ho
O
罪
O
・
躍
)
が
こ
の

『
韻
鏡
」

濁
音
字

に
集
中
し

て
い
る
。

『韻
鏡
』
濁
音
字
は
、

一
般

に
日
本
の
漢
音
清

・

呉
音
濁
と
い

っ
た
対
応
関
係
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮

に

入
れ
る
と

「
韻
鏡
』
濁
音
字
の
場
合
、
譜
本
作
成
期

に
於
い
て
は
呉
音
読
み

の

方

が
優
勢
で
、
呉
音
と
の
混
読
を
さ
け
る
た
め
に

「
清

ム
」
注

記
を
付
し
た
と

も
思
え
る

(
連
濁
形

に

関
す
る

注
記
だ

っ
た

可
能
性
も

な
い
わ
け
で
は
な
い

が
)
。
併
し
、
も
し
も
呉
音
と

の
混
読
を

さ
け
る
た
め
の
注

記
意
図

が
忠
実
に

な
さ
れ
た
と
し
た
ら
も

っ
と
多
く

の

『
韻
鏡
」
濁
音
字

へ
の
注

記
が
見
出
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
、
注
記
者
は

そ
の
当
時

の
音
と

の
相
違
か
ら
判
断
し

て

機
械
的

・
盲
目
的

に
注
記
し
た
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま

で
も
語
り
の
伝
統
性

に

立

っ
た
上
で
、
注
記
者
自
ら
が
も

つ
尺
度

に
照
合
さ
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
な
し

た
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
〔
皿
1
1
〕
・
〔
皿
1
2
〕

の
注
記
例
の
内
、

特
徴
的

な
も

の
を
と
り
あ
げ

て
若
干
の
考
察
を
行
な
う
。

先
ず
、

〔
皿
1
1
〕
語
頭
の
場
合
、

そ
の
注

記
例
は

異
な
り
字
数

二
二
九
例

中
六
八
例
、

比
率

に
し
て

O
。。
＼b。
b。
O
耽
O
●b。
雪

存
す
る
。
そ

の
中
、

「
大
」

(定

母
)
字

へ
の
注

記
を
み
る
と

13
例
も
存
す
る
。
こ
の
こ
と
は

「大
ト

が
当
時
頻

用
さ
れ
、

そ
の
呉
音
読
み
が

一
般
的

で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、

こ
の
ま
ま
だ
と
自

分
が
耳
で
聴

き
覚
え

て
き
た
音
と
違

っ
た
音

(
濁
音
ー

つ
ま
り
結

果
的

に
は
呉

音

に

一
致
す
る
形
)

に
読
ま
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
強
い
た
め
、
清
音

の
伝
統

形
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も

「
清

ム
」
注

記
が
必
要
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
又
、
日
常
あ
ま
り
も
ち
い
ら
れ
な
い
文
字

に

つ
い
て
は
、
字

形
や
声
符
か

ら

の
類
推
な
ど

に
よ

っ
て
、
濁
音
形

に
読
ま
れ
て
し
ま
う
危
険
性
を

ふ
く
ん
で

い
る
た
め
、

「
清

ム
」
注

記
を
付
す

こ
と
に
よ

っ
て
伝
統
的
な
清
音
形

(
結
果

的
に
は
漢
音
に

一
致
す
る
形
)
を
維
持
す
る
必
要
性

が
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
場
合
、

『
韻
鏡
」

の
清
濁
を
判
定
の
基
準

に
す
る
と
、
あ

た
か
も

『
韻

鏡
」

濁
音
字

の
語
頭

に
存
す
る
諸
字
は
全
て
清

ん
で
漢
音
形
に
読
ま
れ

て
い
た

と
と
れ
そ
う

で
あ
る
が

一
概
に
そ
う
と
も
言

え
な

い
。

.
例
え
ば
、
尾
崎
本
で

一
字

に
つ
い
て
漢
呉
両
読

の
あ
る
語

「
神
」
か
ら
な
る

複

合

語
、

oり

神

器

(
一貯
o⇔
9
)

神
璽

(
×
ぎ
蚤
)

神
輿

(
×
貯
鴫
o
)

神
徳

(
×
一糞
o
O
鐸
)

神
妙

(
×
ぎ
冨

ひ
)
…
傍
線
部

に
清
符
、
d
神
官

・
神
亀

・
神
馬

(
=
旨
ヨ
o
)
神
殿

(
×
言
傷
o
旨
)
神
人

(
一ぎ
巳
コ
)
神

拝

(
目
昌
σ
葺

∴
貯
噂
讐
)

℃
神
宝

・
神

領

(
一一費

δ
)
…

波
線
部

に
濁
点

・
フ
リ
カ
ナ

(
括

弧
内
は

日
葡

辞
書

)
に
お
い
て
、
漢
音

シ
ン
に
読
む
か
呉
音
ジ

ソ
に
読
む

か
は

そ
の
音
韻
論
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的

環
境
か
ら

い

っ
た
ら
ど
ち
ら
の
読
み
も
可
能
で
あ
る

が
譜
本
で
は
だ
い
た

い

一
音

に
固
定
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

つ
ま
り

そ
こ
に
は

「神

器

・
神
璽
」

の

時

に
は
清

ム
注
記
を

つ
け
る
が

「
神
官

・
神

人
」

の
時

に
は

つ
け
な
い
と

い

っ

た
語
彙

に
よ
る
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
う
し

て
見
る
と
ど
の
時
期

に
お
い
て

注
16

い
か
な
る
音

に
既
に
完
全
な
語
彙
音
と
し

て
の
固
定
化

が
完
了
し
て
い
た
か
と

い
う

こ
と

が
問
題

に
な

っ
て
く
る
。

こ
の
こ
と

に

つ
い
て
は
、

伝
承
当
時
か
ら

譜

本
当
時

に
か
け
て
漢

語
語
彙

に
お
け
る
漢
音
読
み
と
呉
音
読
み
と

の
分
布
が

ど
の
様
な
状
態
だ

っ
た
か
と

い
う
事
が
重
要
課
題
と
な
る
が
、

そ
れ

に
つ
い
て

は
出
自

が
仏
典
か
漢
籍
か
、
又
使
用
さ
れ

る
場
面

・
文
脈
上
の
関
係
は
ど
う
か

等

い
ろ
ん
な
面
に
関
す
る
検
討
が
必
要
に
な
る
。

次

に
、

〔
皿
ー

2
〕
語
中
尾
の
場
合
も

〔
皿
=

1
〕
と
同
様

に
譜
本
当
時
呉

音
読
み
が
支
配
的
だ

っ
た
の
で
伝
統
的
な
語
り

の
音

(
漢
音
)
を
反
映
さ
せ
る

た
め

に

「
清

ム
」
注

記
を
付
し
た
も
の
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、

「
岩
石

・
両
氏
」

な
ど
の
注

記
例

に
み
ら
れ
る
よ
う

に
連
濁
し
て
濁
音

に
読
ま
れ
る
危

険
性
を
ふ
く
ん
だ
文
字

に
つ
い
て
も
注
記
を

ほ
ど

こ
し

て
い
る
。

〔
H
1

2
〕
・

〔
皿
ー

1
〕
で
言

及
し

た
こ
と
と
重
な
る
が

「
海
上

・
主
上

・
庭
上

・
太
上
皇
」

等
は

「
上
」

の
字

に
清

ム
注
記
が
付
さ
れ

る

一
方

「
砥
上

・
無
上

・
従
上

・
世

上
」
等

「
上
」

の
字

に
濁
点
を
付
し
た
も
の
も
存
し
、
や
は
り
語
彙

に
よ
る
偏

り
が
認
め
ら
れ
る
。

更

に
言
え
ば
、

こ
の
場
合
同
じ
語
形

に
関
し
、
甲
譜
本
で
は
清

ム
注
記
、
乙

譜

本
で
は
濁
点
を
付
し
た
よ
う
な
例
が
或
程
度
存
す
る
点

に
も
注
意
せ
ね
ば
な

ら
な

い
。

濁
点
の
解
釈
に

つ
い
て
も

い
ろ
い
ろ

難
し
い

問
題
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な

い
。

(三)

 

以
上
、
筆
者
な
り

に
尾
崎
本
の

「
清

ム
」
注
記

に
は
如

何
な
る
傾
向
性

が
あ

り
、
そ

の
注

記
は
何
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
分
析
的

に
考
え
て
き
た
。

一
部
そ
の
注

記
意
図

が
判
然
と
し
な
い
も

の
、
語
彙
に
よ
る
偏
り
が
あ
る
も
の

な
ど
が
存
し
た
が
、

二
節
で
示
し

た
如
く

「
大

・
神

・
上
」
な
ど
同

一
の
文
字

に
対
し
て
注

記
を
加
え
た
も
の
が

『
韻
鏡
』
濁
音
字

に
、
は
な
は
だ
し
く

め
だ

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
譜
本
当
時

そ
の
呉
音
読
み
が

一
般

に
定
着
し
て
い
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
ま
た

『
韻
鏡
』
清
音
字

・
次
清
音
字
の
語
中
尾

に
多

く
存
す
る
注
記
例
か
ら
そ
の
当
時
連
濁
し
て
普

通
濁
音
形

に
読
ま
れ

て
い
た

こ

と
が
推
測

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
譜
本
に
存
す
る

「
清

ム
」
注

記
が
平
曲
伝
承
当
時

の
漢
語

の
清

濁
を

決
定
す
る
資
料
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
と
い

っ
た

こ
と
が
問
題
と
な
る
が

こ
の
こ
と

に

つ
い
て
は
今
後
濁
点

・
フ
リ
カ
ナ
、
諸
譜
本
乏

の
関
係
、
他
資

料

と
の
比
較

な
ど
を
通
し
て

一
語

一
語
を
吟
味
し

て
い
く
必
要

が
あ
る

の
で
速
断

は
控

え
る

こ
と

に
し
て
、

譜
本
に
反
映
し
た

「
清

ム
」
注
記
よ
り

そ
の
当
時

の

清

濁
状
況

の

一
端

が
見
取
れ
る

よ
う

に
思
わ
れ
る
。

但
し
、

本
稿

の
如
き

考

え
方
を

濁
点

や

フ
リ
カ

ナ

に
も
適

用
し

て
く
る
と

《

そ
の
漢
字

に
濁
点

・
フ
リ
カ
ナ
が
付
さ
れ
る
と
い
う
事
は
、

つ
ま
り
そ
れ

が

一
般
的
な

よ
み
方

で
な
か

っ
た
証
拠
》

と
い
う

よ
う
な
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な

い
。
な
お

よ
く
検
討
す

べ
き
だ
ろ
う
。

一37・ 一・



濁〔

1

奥
村
三
雄
氏

「平
曲
譜
本
の
研
究
」

(
昭
56
年
桜
楓
社
)
第
九
章
参
照
。
尚
、
発
音
注
記
に
つ

い
て
は
他
に
金
田

一春
彦
氏

「平
曲
の
音
声
山
㈲
」

(
「
日
杢

日
声
学
会
々
報
」
99
・
m
)
等
が

あ
る
。

2

抄
物
大
系
刊

「玉
塵
抄
」

(
中
田
祝
夫
氏
編

・
勉
誠
社
)
を
用
い
る
。
頁
数
は
そ
れ
に
依
る
。

ス
ム

エ
ゴ
ル

3

抄
物
資
料
に
つ
い
て
は
、
来
田
隆
氏

「抄
物
に
お
け
る

「清
」

「
濁
」
注
記

(
「国
語
学
」
84

集
)
参
照
。

4

柳
田
征
司
氏

「詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究
影
印
篇
上

・
下
」

(
清
文
堂
)
を
用
い
る
。
以

下
示
す
頁
数
は
そ
れ
に
依
る
。

5

「春
秋
」
に
つ
い
て

鴛
翫
譲
籔
義
鍛
袈

莚
嚢
・羅

艶
編

㈱

頁
に
は

「春

秋
」
、
高
山
寺
蔵
古
往
來
院
政
末
鎌
倉
初
期
鮎
「春
机
。。一
る(灘

餅
引
用
論
文
よ
り
)。

北
院
御
室
守
覚
親
王
の

「右
記
」

(
「群
書
類
従
」
二
十
四
輯
)
や

「徒
然
草
」
の
百
六
十
段
に

よ
る
と
鼻
音
の
後
位
の
連
濁
が
鉄
則
で
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

6

大
学
堂
書
店
影
印
本
を
使
用
し
、
頁
数
は
そ
れ
に
依
る
。
例
え
ば

(
80
a
)
は
80
頁
右
上
を
示

す
。

7

臨
川
書
店
影
印
本
を
使
用
す
る
。
尚
頁
数
は
そ
れ
に
依
る
。
」

8

拙
稿

「九
州
大
学
蔵

「平
梧
」
に
つ
い
て
」

(
「文
献
探
究
」

11
号
)
参
照
。

9

例
え
ば

「清
ム
」
注
記
の
出
現
率
を
み
て
み
る
と
、
13

(
24
～
陥
頁
)
D

(
脇
頁
以
降
)
に
お

〕

)

〔

〔

い
て
、
豆
は
I
の
約
⊥
8
の
範
囲
な
の
に
ほ
ぼ
同
数
の
注
記
例
が
存
し
て
い
る
。
即
ち
、
I
で
は

〔
〕
〔

約
劔
頁
、
1
で
は
M
頁
に

一
つ

「清

ム
」
注
記
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
の
尾
崎
本
に
認
め
ら
れ
る

発
音
注
記
の
偏
向
は
今
後
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

10

漢
字
音
の
場
合
、
連
濁
関
係
と
い
う
様
な
事
の
他
、
も
と
も
と
の
清
濁
関
係
も
問
題
に
な
る
故
、

「韻
鏡
」
の
清
濁
区
別
を
示
し
た
。
ま
た

「清

ム
」
注
記
が
付
さ
れ
た
位
置
を
語
頭

・
語
中
尾
に

分
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
か
な
り
考
慮
を
要
す
る
が
、
便
宜
上
、
奥
村
三
雄
氏
が

「発
音
注
記
例

一
覧
の
説
明
」

(
「平
曲
譜
本
の
研
究
」
備
～
㎝
頁
)
で
な
さ
っ
て
い
る
の
に
依

っ
た
。

11

小
松
英
雄
氏

「
不
濁
点
」

(
「国
語
学
」
80
集
)
参
照
。

12

「字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
」

(
「国
語
国
文
」
第

13
巻
)

13

「院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
」

(「広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
29
巻
)

14

「平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
」
(昭
訂
年
、武
蔵
野
書
院
)
本
論
参
照
。

15

岡
本
勲
氏

「
日
本
漢
字
音
に
於
け
る
頭
子
音
の
清
濁
田
桐
=
韻
鏡
清
の
字
に
し
て
目
本
字
音
濁

音
と
な
る
も
の
に
就
て
ー
」

(
「国
語
国
文
」
第
訂
・38
巻
)

、

16

注
14
付
論
第
三
章

「変
体
漢
文
訓
読
に
於
る
字
音
語
の
性
格
」
等
参
照
。
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